
令和4年福島県沖の地震　東北沖地震以降の3つのM7スラブ内地震とその意味

災害評価・低減研究部門・都市直下地震災害（応用地質）寄附研究部門　遠田晋次

気象庁資料より

3月16日23時26分 
M7.4 深さ57km，西北西ー南南東方向に圧力軸を持つ逆断層型



スラブ内地震とは？　2011年超巨大地震との関連は？

最近の代表的なスラブ内地震 
・1994年北海道東方沖地震（M8.2，深さ28 km） 
　　　　　　負傷者435名，住宅被害4,586棟 
・2001年芸予地震（M6.7, 深さ46 km） 
　　　　　　死者2名，負傷者261名，住宅被害32,852棟 
・2003年岩手県南部沖の地震（M7.1, 深さ72 km） 
　　　　　　負傷者174名，住宅被害2,445棟



311大すべり域を取り囲むように分布する継続的な余震域



311大すべり域を取り囲むように分布する継続的な余震域

各震源から半径15km，上下15kmの筒状範囲内での2000年以降の地震累積数
曲線の傾きが発生ペースを示している．311直後に劇的に活発化して，その後減衰
するが，まだ地震活動の高い状態は続いている．

なぜ昨年の 
2月～5月の地震が 
東北沖地震の余震と 
いえるのか？



①
②

③

地震活動度変化（東北沖前５年と最近５年を比較）

2021年2月13日
M7.3, 深さ55km

2021年3月20日
M6.9, 深さ59km

2021年5月1日
M6.8, 深さ51km

陸に近いやや深い地震 
（強いゆれ）

日本海溝付近の地震 
（大きな津波）

311後の継続的な余震活動：陸域に近い海域の地震と日本海溝東側

各震源から半径15km，上下15kmの筒状範囲内での2000年以降の地震累積数
曲線の傾きが発生ペースを示している．311直後に劇的に活発化して，その後減衰
するが，まだ地震活動の高い状態は続いている．



3.11後

不動

不動

圧縮

引張

太平洋プレート：3.11巨大地震によって深部で圧縮，浅部海溝以東で引張



2011年東北沖地震の巨大な 
断層運動による 

周辺域への歪みの伝播 

→ 周辺逆断層への影響

311後の継続的な余震活動：陸域に近い海域の地震と日本海溝東側

スラブ内逆断層型地震



311後の継続的な余震活動：陸域に近い海域の地震と日本海溝東側

2011年東北沖地震の巨大な 
断層運動による 

周辺域への歪みの伝播 

→ 周辺正断層への影響

地殻内正断層型地震

アウターライズ 
地震



令和4年福島県沖の地震は， 
基本的に令和3年地震の「余震」

平成28年熊本地震（M6.5地震の28時間後にM7.3）

3月16日23:34 M6.1

双子地震（doublets)



Mw 7.3

Mw 7.1



未破壊域？



https://temblor.net/earthquake-insights/東北太平洋沿岸域を襲った三つ子の地震と未破壊-13998/

太平洋プレート内の断層構造が 
連続するならば，再度宮城県を 
襲うスラブ内地震が発生する



令和4年福島県沖の地震によるプレート境界への影響



令和4年地震の余震は順調に減衰，しかし令和3・4年地震の影響は長期化するのでは

遠田（地震ジャーナル，2020）

令和4年福島県沖の地震の余震減衰状況



まとめ

❖ 令和4年福島県沖の地震は，基本的に令和3年福島県沖の余震の1つと見られ
る．（「余震」が不適切であれば，311以降に連鎖する一連の活動） 

❖ 最近数年間，Ｍ9地震大すべり域で静穏化，周辺域で継続的な余震活動，特に
陸域に近いやや深いスラブ内地震，日本海溝東側のアウターライズ地震 

❖ 311以降「三つ子」のスラブ内地震が発生．歪みが増加した未破壊域も．今後
も沿岸域に強震動をともなうスラブ内地震に要警戒 

❖ 令和4年福島県沖の地震の余震活動は順調に減衰．しかし，令和3年3月～5月
にみられるように，今後も周辺域で地震が起こりやすいのでは


